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《総括》 

 任期後半の一年であったため昨年度に引き続き、越智雅

之部長（乙訓高校校長）を先頭に任務遂行にあたってまい

りました。高体連事務局をはじめとして関係の皆様の御理

解、御支援により２年の任期を無事に全うできましたこと

に御礼と感謝を申し上げます。今回の経験や課題を次期総

務部に引き継ぎ、府高体連の円滑な運営を支える組織とし

て一層活性化されることを願っています。 

 さて、平成 30 年度全国高等学校総合体育大会は、「2018

彩る感動東海総体」として東海ブロックの４県（三重県、

岐阜県、静岡県、愛知県）と和歌山県において開催されま

した。また、その他の全国大会、全国高等学校定時制通信

制大会と併せて京都府選手団（選手 760 名）を派遣し、日

頃の練習の成果を遺憾なく発揮してくれました。 

 その結果、団体で優勝１を含む入賞 27、個人では優勝 15

を含む 79 の入賞がありました。 

 また、福井県で開催された「福井しあわせ元気国体 2018」

では府内の高校生が優勝４を含む 51 の種目（団体、個人）

で入賞し、府民の皆様の期待に応えられたものと考えます。 

 

 総務部主要事業の概要は以下のとおりです。 

（１）競技力向上事業 

 中高連携会議において、平成 30 年３月にスポーツ庁から

出された「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラ

イン」をうけて現場での対応状況について情報交換をしま

した。バランスのとれた部活動の実施については、既存の

価値観では解決できない課題が多く、これまで以上に中学

と高校が連携するとともに、競技団体との調整も求められ

ることについて確認しました。 

数年前から取組を始めた中高接続事業は今年度 16 専門

部で実施いただいています。これは運動部活動の継続、強

化がスムーズにつながることを願って始められましたもの

であり、少子化が一層進む中でさらなる工夫が求められま

す。 

（２）調査研究事業 

 運動部活動指導者研修会を 11 月 22 日（木）にルビノ京

都堀川で開催しました。「トップアスリートのコンディショ

ニング」と題して、杉田正明先生（日本体育大学体育学部

体育学科長）に講演していただきました。また、中体連か

ら亀岡市立東輝中学校の村上智和先生が陸上競技部顧問と

して、高体連から京都市立京都工学院高等学校の小谷健太

先生がボート部顧問として、それぞれ貴重な実践発表をし

ていただきました。 

（３）普及広報事業 

 一般生徒対象事業として両丹ブロックの１事業を併せて

７事業の観戦型事業を実施しました。日頃スポーツに関心

がありながらも、その機会のない生徒を対象に一流の試合

を観戦することでワクワク感を感じてもらえるように実施

しています。今後も生徒のニーズに合った事業を展開して

いきたいと考えています。定期的に発行している高体連新

聞においても、スポーツの魅力や府内高校生の活躍を紙面

いっぱいに伝えられるよう取り組んで行きたいと考えてい

ます。 

 

 

１ 総務部会の開催 

［第１回］ 

期日：平成 30 年 4 月 24 日(火) 

場所：ルビノ京都堀川「嵯峨」 

内容：(１)平成 30 年度総務部について 

   (２)平成 29 年度事業報告・収支決算について 

   (３)野球専門部（高野連）について 

   (４)平成 30 年度事業計画・収支予算について 

   (５)京都府高校総体について 

   (６)部活動指導員について 

［第２回］ 

期日：平成 30 年 6 月 26 日(火) 

場所：ルビノ京都堀川「松」 

内容：(１)全国大会について 

   (２)全国高校総体等京都府選手団結団式について 

   (３)平成 30 年度近畿定通大会（本府開催）について 

   (４)京都府高校総体結果及び表彰について 

［第３回］ 

期日：平成 30 年 11 月 12 日(月) 

場所：ルビノ京都堀川「嵐山」 

内容：(１)運動部活動指導者研修会等について 

［第４回］ 

期日：平成 31 年 1 月 28 日(月) 

場所：ルビノ京都堀川「松」 

内容：(１)平成 30 年度事業実施状況について 

   (２)平成 30 年度予算執行状況について 

   (３)平成 31 年度事業計画について 

   (４)平成 31 年度予算編成概要について 

［第５回］ 

期日：平成 31 年 2 月 25 日(月) 

場所：ルビノ京都堀川「松」 

内容：(１)平成 31 年度運動部活動指導者研修会について 

   (２)平成 31 年度全国高体連研究大会京都府発表者

について 

   (３)平成 29･30 年度総括、平成 31 年度課題について 

 

２ 各事業 

  (１)競技力向上事業 

    ○中高接続事業の実施 

    ○全国高校総体等京都府選手団結団式の実施 

    ○全国高校総体・近畿定通大会の府本部役員業務 

    ○京都府中体連・高体連連携会議の開催 

  (２)調査研究事業 

    ○全国高等学校体育連盟研究大会派遣 

    ○運動部活動指導者研修大会の開催 

    ○加盟校運動部活動実態調査の実施 

  (３)普及広報事業 

    ○一般生徒対象事業の実施 

    ○高体連新聞年 3 回発行 124 号(7/6)、125 号

(10/19)、126 号新入生歓迎号(2019/4/1) 

    ○高体連誌の編集（年 1 回第 58 号） 

     (平成 23 年度第 51 号からＨＰ版としている) 


